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1. 序

本稿は, 日本, イギリス及びスペインの 3カ国を,

主に文化的視点から比較対照して考察することを目的

とする. なお, ここでは便宜的に「文化的視点」という

用語を用いたが, 考察するにあたってその他の要素,

例えば歴史, 地理, 国民性や思想, といった視点も取

り入れることにする. 一見つながりのないこの 3カ国

を比較対照する理由は, これらの国々が異なる背景を

持っているにもかかわらず, 驚くべき文化的共通点を

有しているからである. また, 単に日本,イギリスとス

ペインの共通項を列挙するだけでなく, 共通する要素

の内部に組み込まれている相違点も同時に考察する 1.

2. 前提条件的な比較 -地理的・歴史的な視点か

らの比較 2

2.1 地理的な特性 -辺境に位置する 3 カ国

日本とイギリス, そしてスペインの第一の共通点と

して, その地理的特性が挙げられる. 日本は東に太平

洋, 北は宗谷海峡を挟んで樺太及びカムチャッカ半島

に隣接する. 南に目を転じるとフィリピン海を挟んで

フィリピンやパラオ, ミクロネシア連邦がある. そし

て西に道を辿ると, 日本海及び東シナ海を経由してア

ジア大陸及び朝鮮半島に到達する. 日本は海によって

大陸から完全に隔絶された島国であり, 北はロシア文

化圏, 東は太平洋文化圏, 南は東南アジア及びオセア

ニア文化圏, そして西はアジア大陸文化圏という 4つ

の文化圏の交接地点に位置する.

イギリスは日本と同じく, 海によって諸大陸から離

れている島国である. 北にはノルウェー海を挟んでア

イスランド及び北極圏が位置し, 西は大西洋, 東には

ドーヴァー海峡を越えてフランスやベルギー, オラン

ダなどの西ヨーロッパ大陸がある. 南は大西洋及びビ

スケー湾に囲まれ, その先にはスペイン及びアフリカ

大陸がそびえる. 従ってイギリスは, 北はアイスラン

ド及び北極圏文化圏, 東はヨーロッパ大陸文化圏, 西

は大西洋文化圏, 南はビスケー湾とスペイン文化圏と

いう 4つの文化圏の交わる点に位置する 3.

最後にスペインは, 日本及びイギリスとは異なり完

全な島国にはなっていない. 地理的に見ればスペイン

は大陸の南西に位置し, 間違いなく「ヨーロッパの国」

である. だが, 大陸の辺境にあるイベリア半島に位置

し, かつ北東にはピレネー山脈が厳然とそびえたって

フランス（及びその他のヨーロッパ諸国）との交通を

妨げているため, スペインは文化的にほとんど島国と

同じような孤立状態にある. ナポレオン 1世が「ピレ

ネーの向こうはアフリカ」と述べたという逸話がある

ように, 心理的・物理的にもピレネー山脈はスペイン

と, フランスを始めとする西ヨーロッパ諸国を分断し

た. 更に, スペインは 708年から 1492年までキリスト

教徒とイスラム教徒という異なる民族及び宗教の混合
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地域であったため, なおさら「ヨーロッパ大陸との隔

絶感」は強かっただろうと推察される. よって, スペイ

ンの他の（ヨーロッパ）諸国との隔絶の度合いは, 完

全に海に囲まれた日本やイギリスと同じ程度か, ある

いはそれ以上と見なしうる.

スペインはイギリスと同じく, 西は大西洋（そして

大西洋を渡った先にあるアメリカ大陸）, 東は地中海,

南にジブラルタル海峡とアフリカ大陸, 北はビスケー

湾と隣接して, その先にはイギリスがある. よって,

スペインでは, 西は大西洋文化圏, 東は地中海及びイ

タリアなどの南ヨーロッパ文化圏, 南はアフリカ文化

圏, 北はアングロ・サクソン系及びケルト系文化圏と

いう 4つの文化圏が交差する.

以上のように, 日本, イギリス及びスペインの 3カ

国は, いずれも四方を海（ないしは山脈）に閉ざされ

た交通の隘路の終着点であり, かつ複数の文化圏の辺

境に位置する. 例えば西ヨーロッパにおいて文化の中

心はフランスのパリないしはドイツのベルリンで, そ

の中心から外れた成員は常に「時代遅れ」の様相を呈

する 4. 政治, 経済, 学術, 思想などの諸側面において,

日本, イギリス及びスペインは常に文化の中心から数

歩遅れていた 5. また, 諸文化圏の交接点に位置すると

いうことは, 様々な文化が常に入り混じり, 混淆する

可能性を豊穣に秘めている 6.

日本は, 宗教的・学問的には常に中国の後塵を拝し

てきた. 遣隋使や遣唐使などの国家政策が, 日本の文

化が当時の大陸のそれより後退していたこと, そして

文化の中心が中国を始めとする大陸に定位していたこ

とを示している. 更に日本は土着の神道も尊重しつつ,

インドから中国と朝鮮半島を通じて仏教を積極的に輸

入した. 近世に入ると, 日本はやはり当時の世界の文

化的中心地であったポルトガル, スペイン, オランダ

などのヨーロッパ諸外国からキリスト教や鉄砲を取り

入れた. しかし, このような宗教的坩堝を, 日本人は

特に忌避するわけでもなく抵抗なく受け入れた. 現代

でも, ある日本人がキリスト教式結婚式を挙げ, 初詣

に神社に行き, 仏教式の葬式を執り行うという宗教的

混濁を至る所で見ることができる. 日本人は, こと宗

教に関しては「節操がない」と言っても良いだろう.

同様にイギリスやスペインでも, こうした文化的・

宗教的な混淆が見出せる. ブリテン島では紀元55年か

ら550年代にかけてローマ人が侵攻し, 550年代以降は

ゲルマン民族の大移動によってジュート人, アング

ロ・サクソン人が土着のケルト人を駆逐し, ブリテン

島に移住する. 更に 600年代以降になると, 北欧のヴ

ァイキングがブリテン島の北東部を占拠する. ブリテ

ン島という狭い西ヨーロッパの僻地の国で, 南東部に

アングロ・サクソン人, 北東部にヴァイキング, ウェー

ルズ及び南西部に土着のケルト人が同居するという民

族的・文化的混濁が発生したのである. しかし, 現在の

イギリス人はこうした過去に拘泥することはあまりな

い 7.

スペインに目を向けると, 紀元前1200年頃に土着の

イベリア人がフェニキア人の侵入を許したが, 彼らは

イベリア半島に数字やアルファベットなどの「先進的

な学問」を伝授している. イベリア半島はギリシャか

らも強い影響を受けており, 紀元前1000年頃にはガリ

アからケルト人が半島に侵攻した. ポエニ戦争を経て

ローマ人がイベリア半島を制圧した後, やはりブリテ

ン島と同じくゲルマン民族の大移動によって, 西ゴー

ト族, ヴァンダル族, アラン族などがイベリア半島に

進出した.

西ゴート王国がイベリア半島で成立した後, 711年

に王国はイスラム教徒の侵攻を許す. ウマイヤ朝の将

軍タリクは後のジブラルタル海峡からイベリア半島に

侵攻, 僅か数年でその勢力範囲をイベリア半島の大部

分からピレネー山脈近くまで広げる. ローマ帝国から

継承し, 西ゴート王国が信仰したキリスト教の信徒は,

イベリア半島の北部にまで撤退を余儀なくされた.

718年, これらの残存したキリスト教徒が国土再征

服運動, いわゆるレコンキスタ（Reconquista）を開始

する 8. 722年のコバドンガの戦いで勝利を収めたキリ

スト教徒は本格的な攻勢に転じ, 1212年のラス・ナバ

ス・デ・トロサの戦いで勝利してから優勢を決定的な

ものにした. 更に1479年にカスティーリャ女王イサベ

ルとアラゴン王フェルナンドの婚姻によってカトリッ

ク両王（Los Reyes Católicos）が誕生し, それまでばら

ばらだったキリスト教勢力が一枚岩に団結, 1492年 1

月 2日にイスラム教徒のグラナダ王国が崩壊し, レコ

ンキスタが終結する.
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800年弱に渡る長いレコンキスタの間で注目すべき

は, キリスト教徒とイスラム教徒が常に戦いを繰り広

げていたわけではなく, 時に市井レベルで共栄共存し

ていたことである. いわゆる現代の「スペイン」の土

台が 1492年に誕生してからイスラム教徒を排除しよ

うとしたのは, 同年に発令されたユダヤ人追放令から

100年以上経過した 1609年のことである（国王フェリ

ペ 3世による発令）. この出来事はそれまで平和裏に

共存していたスペイン国民にとってもよほど衝撃的で

あったようで, セルバンテス（Miguel de Cervantes：

1547-1616）も小説『ドン・キホーテ（El ingenioso hidalgo

Don Quixote de la Mancha）』の後篇（1615年出版）の

中で, わざわざ一章を割いてこのエピソードを組み込

んでいる 9.

その後, スペインはナポレオンによるフランス軍の

イベリア半島への侵攻を許すが, いわゆるスペイン独

立戦争（1808-1814）においてポルトガル及びイギリス

と同盟を結び, ゲリラ戦を展開してナポレオン軍を撤

退させる. 結果としてこの出来事はラテンアメリカ諸

国の独立を促すことに繋がるが, 少なくともスペイン

はフランス軍という「異分子」の排除に成功した 10.

2.2 歴史的な特性 - 進入を許した中世までと, 孤高

を保った近世以降

以上, 日本, イギリス及びスペインの 3カ国の巨視

的視点からの歴史的概略は, 次のことを明らかにして

いる. これら 3カ国は地理的に見て諸文化間交流が盛

んになりうる条件を満たしており, おおよそ中世まで

は積極的に異民族, 異文化が交わっているということ,

ところが近世から近代にかけては, 少数の例外こそあ

るものの, 大陸の「僻地」という特性が働いているこ

ともあって, 独自の文化様式を対外的な勢力に汚染さ

れることなく保ってきたという背景を持つことである

11. もちろん, 日本, イギリス及びスペインにおける諸

文化との交流は近世, 近代そして現代に至るまで数多

く見られるが, 少なくともこれら 3カ国の民族的アイ

デンティティないしは国民性を一変させるような劇的

な対外的進入は許していない.

まず日本は, 前述の通り大陸から中国・朝鮮を始め

とする諸外国との交流を繰り返してきたが, 室町時代

に入ってモンゴル帝国（元朝）の侵略, 即ち元寇に見

舞われた. だが, 時の室町幕府第 8代執権北条時宗は

1274年の文永の役, 二度目の侵攻である 1281年の弘

安の役においても, 当時世界最強だったモンゴル帝国

の進入を阻んだ. 元寇は日本が海の外から来襲した勢

力との初めての戦いであったが, 日本はこれに勝利し,

以後, 1543年の鉄砲の伝来まで外国勢力と大々的に接

するような行動を取っていない.

1639年に江戸幕府第3代将軍徳川家光が鎖国政策を

開始すると, 朝鮮王朝, 中国, オランダ以外の商船は

日本への出入りを禁止される. その後, ヨーロッパ諸

国などから数度の通商交渉があったものの, 幕府はこ

れを拒否する. 最終的に日本が開国に踏み切ったのは,

1853年にペリーが浦賀に来航し, 翌年の 1854年に日

米和親条約が結ばれたことを端緒としている. その後,

日本は日清・日露戦争や二度の世界大戦などの戦乱に

巻き込まれるが, 1945年に敗北を喫した太平洋戦争で

も, 沖縄以外は諸外国の本土上陸を許さなかった.

次にイギリスの場合を見よう. ゲルマン民族の大移

動とヴァイキングのブリテン島北東部定住後, 1066年

にノルマン人がイングランドに侵攻する. その後 1171

年にノルマン人はアイルランドに定住するが, 積極的

な対外勢力の侵略はそこで終わっている. イングラン

ド, ウェールズ, スコットランド及びアイルランドの

4つの地域での住民の移動や相互の侵略, 独立運動は

多々あるが, むしろイギリスという国自体は対外的侵

入者の排除よりも自らがアジアやアフリカ, アメリカ

大陸などへの侵略者となって積極的に進出した歴史の

方が際立っている.

スペインは, 1492年のレコンキスタ終結以後, やは

り細かい住民の移動, 特にラテンアメリカ諸国との通

商はあったが, 他国からの侵略には（ナポレオンのイ

ベリア半島以外）屈していない. 二度の世界大戦でも

スペインは国内の問題にかかりきりになっていたこと

もあり, 終始中立を保った.

こうした歴史の類似性で指摘できるのは, この 3カ

国が長い歴史を保っていることと, 政治的に王室を保

持していることである（註 3も参照）. 日本は 645年
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に勃発した大化の改新によって「日本」という国号及

び天皇制を確立させて以降, 1400年に渡る長い歴史を

維持している. また, 途中で数々の争乱こそあったが,

天皇制を揺るがすほどの大事件は起きていない.

一方ブリテン島では, ローマ帝国崩壊後の中世にお

けるアングロ・サクソン 7王国（ヘプターキー：

Heptarchy）を経て, ノルマン人の征服をもって現在の

「イギリス」がほぼ形作られたと見てよい. もっとも,

イングランドとそれ以外の連邦国（ウェールズ, スコ

ットランド, 北アイルランド）では民族的アイデンテ

ィティの形成に大幅な違いがあり, 現在の統一的なイ

ギリスが誕生したのは, アイルランドが分離独立して

北アイルランドが併合された 1922年のことである.

様々な変遷こそあれど, イギリスがイングランドを中

心として長い歴史を保持していることは間違いない.

また, イギリスも長い間王制を敷いており, ここにも

天皇制を崩さずに持っていた日本との共通点がある.

最後にスペインは, 1492年にレコンキスタの達成に

より「現在のスペイン」が作られたというのが定説で

あるが 12, 現在のスペイン以前のイベリア半島の歴史

は日本やイギリスのそれと比べても遜色ないほどに古

い. 先史時代に遡れば, 後期旧石器時代の紀元前

14000年頃に描かれたと言われるアルタミラ洞窟の絵

画があり, 古代にはフェニキア人がヨーロッパ最古の

都市カディスをスペイン南部に建設している. ローマ

時代にイベリア半島は属州ヒスパニアとして帝国の一

部に加えられたものの, それ以後は諸勢力が分離独立

を繰り返しつつ, 現在まで連綿と続くイベリア史・ス

ペイン史を形成している.

更に, スペインは二度の共和制の時代こそあれ, 現

在に至るまで長い間王国として繁栄してきた. 日本の

天皇制とイギリスの王制を, スペインのそれに重ねて

見ることは決して牽強付会ではないだろう.

また, 日本, イギリス及びスペインの3カ国は, 長い

歴史の過程で一度は黄金時代を作ったが, その後没落

の一途を辿ったという奇妙な共通点がある. 時代区分

的には, スペインが 15世紀から 17世紀にかけて「黄

金世紀（Siglo de Oro）」を経験した. しかし, その後の

財政危機や1898年の米西戦争の敗北などで, スペイン

は世界の覇者の座から陥落した.

イギリスは 1837年から 1901年にかけてのヴィクト

リア王朝において産業革命を達成し, イギリス帝国は

絶頂を迎えた. ところが他国, 特にアメリカ合衆国や

ドイツも産業革命を経験すると, イギリスは列強国の

中でも際立った存在ではなくなり, 1945年から1997年

にかけてイギリスの植民地が相次いで独立していくの

をただ見ているしかなかった. そして日本は, 開国後

の日清・日露戦争の勝利によって世界的に大国の仲間

入りを果たしたが, 1945年の太平洋戦争の敗北で第二

次世界大戦最後の敗戦国として絶望のどん底に叩き落

とされる 13.

この繁栄から没落という経験もまた, 3カ国の文化

に大きな影響を与えている. それは, 一度は世界の覇

権を握った（あるいはそれに近い位置にいた）という

矜持と, 高みから転げ落ちたというコンプレックスと

の共存である. このコンプレックスが顕著に文化活動

に反映されたのがスペインである. スペイン国民は,

植民地がことごとく他国に譲渡されるか独立し, 自身

の国家が没落の一途を辿っていくのを見て「スペイン

とは何か」を真剣に模索し始めた. 98年世代と呼ばれ

る知識人や, その後の27年世代と呼称される文化人ら

が多数輩出し, 多くの著作や知的財産を残した. 一方,

日本やイギリスにおいてはスペインほど目立った文化

的活動は起こらなかった 14. しかし, 日本では太平洋

戦争をテーマにした文学作品, 映画, ドラマなどが数

多く作られていることから, この没落という歴史的イ

ンパクトの大きさが伺えるだろう. 他方, イギリスで

はヴィクトリア王朝時代にルイス・キャロル（Lewis

Carroll：1832-1898）やスティーブンソン（Robert Louis

Stevenson：1850-1894）らの文豪が華々しく活躍したが,

それ以後, 特に文学界において顕著になった「文化的

停滞」という形で, 凋落のコンプレックスがイギリス

の文化活動に影響を与えているとも言える.

2.3 国内の政治的区分 -地域主義によって分割され

る国家

それぞれの国の内部における行政区域を概観すると,

特にイギリスとスペインの類似性が顕著に見て取れる.

まず, 現在のイギリスの正式名称は「グレートブリテ

ン及び北部アイルランド連合王国（United Kingdom of
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Great Britain and Northern Ireland）」であり,「イギリス」

は通称に過ぎない. 周知のように, イギリスはイング

ランド, ウェールズ, スコットランドに加えて北アイ

ルランドの 4つの王国が集合した「連合」であり, 1707

年の連合法（合同法とも）によってイングランド, ウ

ェールズ, スコットランドが併合し, 1801年にアイル

ランドがそれに続いて併合された 15. その後, アイル

ランドは 1922年に北部アイルランドの 6県を除いて

アイルランド自由国として独立を果たした. 「イギリ

ス」が現在の正式な名称に変更されたのは 1927年にな

ってからのことである.

当然のことながら, 行政区分が政治的に異なれば,

その住民たちのアイデンティティも変わってくる. イ

ギリス全体を包括する言葉としてBritainがあるが, 果

たして「イギリス国民」に Britishness（British Identity）

がどの程度浸透しているのか, 再考する余地がある.

また, イギリスの中でも政治的・経済的に中心的な役

割を果たしてきたイングランドの名前を冠した

Englishness（English Identity）を, スコットランド人, ウ

ェールズ人そして北アイルランド人がどのように感じ

ているのかも検討する必要があるだろう.

イギリスにおける地域の政治的・行政的な独立性の

強さが顕著に表れた例は, 2014年 9月 18日に行われた

住民投票である. 結果はスコットランド全体で反対票

が 55.30%に達して独立は否決されたが 16, そもそも独

立の是非を問う住民投票が実施されたという事実だけ

でもスコットランド（及びウェールズと北アイルラン

ド）の自立性が強いことの証左となろう. 否定的な結

果にもかかわらずこの志向は衰えを見せることがなく,

2021年 5月 6日の選挙では独立を公約に掲げるスコッ

トランド国民党（SNP）が過半数を維持した 17.

また, 北アイルランドも歴史的にイングランドに併

合（侵略）された経験から, イギリス（特にイングラ

ンド）からの分離を望む傾向にある. アイルランド共

和軍（Irish RepublicanArmy：IRA）は, 主にテロ活動

によって本国イギリスからの分離独立を勝ち取ろうと

いうカトリック系の政治団体だが, 数々の武力闘争に

批判の声が上がり, 2005年 7月 28日に武装闘争の解除

を宣言した. 後述するスペインのバスク地方のETAと

同じく, 残存組織勢力が IRA的な武力行動に訴えよう

とする機運もあるが, 現時点では表立った武力闘争は

起きていない. だが, そもそも IRAのような組織が存

在していたこと自体が, いかに北アイルランドが分離

独立に情熱を注いでいるかを示している.

一方, スペインは行政的に連邦制を採用していない

ものの, イギリス以上に地域の独立志向が強い. スペ

インは 17の自治州（comunidad autónoma）及び自治州

の下の 50の県（provincia）によって構成されており, そ

れぞれの自治州において強弱の差はあれど, 総じて

個々の地域のアイデンティティの意識が高い. また,

自治州間にかなり経済的格差が存在し, 自治州間に繁

栄・富のばらつきが「非常にある」「かなりある」と回

答した人の割合は 72.1%（1996年）から 79.1%（2002

年）に増えている 18. 特に独自の言語を話すカタルー

ニャ（カタルーニャ語）, ガリシア（ガリシア語）, バ

スク（バスク語）では, いわゆる「国家としてのスペ

インへの帰属意識」が相対的に低く, むしろ地域とし

ての州への帰属意識が高い 19.

中央政府マドリードよりも経済的に特に力の強いカ

タルーニャ地方は, 先のスコットランドの住民投票を

受けて 2014年 11月 9日に非公式に独立の是非を問う

選挙を実施し, 80.76%が「独立を支持する」という結

果になった 20. しかし, 時のスペイン政府はこの結果

を違憲と判断し, 実際の独立が叶うことはなかった 21.

また, バスク地方も伝統的に独立への機運が高い.

バスク地方には「バスク祖国と自由（Euskadi Ta

Askatasuna：ETA）」というバスク地方の分離独立を目

指す民族組織があった. ETAは独立への手段としてテ

ロ行為を頻繁に行い, スペイン国内外から批判を浴び

ていたが, 2018年 5月 3日, ETA指導者ジョス・テルネ

ーラ (Josu Ternera) によりETA解散宣言がなされた 22.

現在では過激なテロ行為はIRAと同じく陰を潜めてい

るが, それでもカタルーニャやガリシアと同じく, 本

国スペインからの分離独立を目指している点に変わり

はない.

翻って日本では, イギリスやスペインほどには「地

方の独立」という点での武力闘争や, 政治的な活動は

起こっていない. だが, 例えば井上ひさしの小説『吉里
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吉里人』や, 北杜夫の小説『父っちゃんは大変人』な

ど, 地方ないしは個人が本国日本から独立しようと画

策する文学作品はいくつか見られる. こうした文化的

活動（文学の発表）は, 時に世論をかなり忠実に映し

出すことがある.

また, 日本はフランスなどと同じく中央集権国家の

体制を敷いているが, 実際として各地方自治体の権限

はかなり強い. 現在でも（一般納税者には甚だ面白く

ないことに）国に納める税金と各地方自治体に納める

税金が異なったり, 地方独自の法律（条例）が定まっ

ていたりと, 他の中央集権国家と比べて地方はかなり

独立している. 日本はイギリスやスペインとは異なり,

少なくとも国内において大規模な反政府テロ攻撃など

は見られないが, 法律的なレベルでは例えば沖縄の国

（国家たる日本）に対する訴訟に見られるように, 国

を相手取って裁判をする例も顕著に見られる.

以上, 日本, イギリス及びスペインにおける国内の

情勢を見てきたが, この 3国には地方の力が強いとい

う共通点がある一方, その行政的扱いは異なる. 日本

では「国と地方自治体」という区分で, 中央集権的に

地方が国と繋がっているのに対し, イギリスは完全な

連邦制を敷いている. スペインはちょうど日本とイギ

リスの中間に位置し, 各地方は強大な権力と独立意識

を持っているものの, イギリスのような連邦制を採用

するまでには至らず, 自治州という位置づけを保って

いる.

次節では, そうした地理的・歴史的・国内行政的特

性が, どのように各文化に影響を与えているのかを概

観し, 3カ国間の文化的共通点と相違点を検証する.

3. その他の要素 -文学・思想・国民性などの諸側

面

「文化」という用語はあまりに適用範囲が広く, そ

の全てを網羅することは巨視的（世界的）にも近視眼

的（各国単位）にも不可能である. そこで本稿ではそ

のうちのいくつかのテーマに絞って, 日本, イギリス

及びスペインの文化的特徴を探り, 比較検討を行う.

3.1 日本, イギリス及びスペインの知的文化傾向 -

現実主義的な世界観

今まで扱ってきた3カ国の知的財産の共通点として,

思考や文学, 国民性, 世界観などがすこぶる現実的な

ことが挙げられる.

日本文学は同一言語・同一国家を保ったまま 1400

年以上続いてきた極めて歴史上稀有な知的分野である

が, その特徴は形而上学的・理論構築的・啓蒙的な思

索ではなく, 日常に即した庶民的な側面を豊富に備え

ていることである. 例えば, 奈良時代に大伴家持らを

編者として編まれた日本最古の和歌集『万葉集』は, 仏

教の思想を根底として書かれつつも, 庶民の生き方,

庶民が接した自然の豊かさなども謳い上げており, い

わゆる抹香臭い「お説教」の文学作品ではない. 『万

葉集』に収録されている天智天皇や柿本人麻呂, 山部

赤人などの歌人の歌は自然の美しさや貴族間の恋愛な

どを描写したものであるし, そもそも『万葉集』自体

が単に貴族や金持ちの戯言を集めただけの作品集では

ない. 防人の歌や東歌など, 庶民の貧しい生き様や悲

しさ, 苦しみなどを描いた, 非常に庶民的・現実的な書

であるのだ.

そもそも, 上記の『万葉集』を始めとする日本に広

く膾炙している和歌・短歌・俳句という文学形式が「人

間の感情や自然などの描写」に特化しており, 形而上

学的・神学的・理論武装的な議論に不向きである 23. 類

似した形式である詩は西洋でも発達していたが, 和歌

や俳句のような字数（音数）の制限はなく, 言うなれ

ばいかようにも詩を書き連ねて啓蒙的な作品を残すこ

とができる. 一方, 和歌や俳句は限られた字数（音数）

で世界観や感情, 余情を表現しなければならないため,

いきおい内容が自然的, 感覚的になる. こうした形式

が日本で広く行き渡った背景には, 理論的で知性に訴

えかけるものよりも, 叙情的で感情に訴えかける作品

の方が日本人に好まれたからに他ならない.

また, 日本は諸外国に比べて, 散文が早くから文学

作品の形式として登場したことも特徴的だろう. 清少

納言の『枕草子』や紫式部の『源氏物語』, 作者不詳

の軍記物語『平家物語』, 説話集『今昔物語』や兼好

法師の随筆文学『徒然草』など, 日本文学において散

文は和歌・俳句と並んで常に主流の座を占めている.

ところが, 散文という形式は, 例えば仏教理論などの

ような説得的・形而上学的, 抽象的な描写が比較的な
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じみやすいにもかかわらず, 日本では具体的で現実的

な作品が好まれた. このことから, 日本人の国民性と

しての「現実主義的側面」が, 散文に代表される日本

文学に投影されていることが分かる.

こうした傾向は近年になっても衰えることはなかっ

た. 俳諧では『奥の細道』を著した松尾芭蕉, 『好色一

代男』などの好色物を発表した井原西鶴, 世界でもっ

とも長い小説と言われる滝沢馬琴の『南総里見八犬伝』,

更に時代が下って夏目漱石や菊池寛, 芥川龍之介など

の近代文学作品の名手たちは, 人間の直接的な生の感

情に訴えかける作品を多く発表している. 例外は国学

研究の最高峰である本居宣長による『古事記伝』など

の少数に留まる.

日本文学に影響を与えた国内の知的・芸術的作品を

概観すると, 抽象的な芸術である視覚で捉えられない

音楽よりも, 工芸や陶芸などの現実的・具体的な造型

作品が突出している. 狩野派に代表される水墨画など

の絵画は, そのまま江戸時代の浮世絵木版画に繋がっ

た. そこで重視されたのは抽象的な図表などではなく,

現実的, 具体的, 写実的な絵画の諸作品である. 特に

江戸時代に人気を博した浮世絵などは, 王侯貴族（大

名や上級武士など）の華麗で美的センス溢れる超感覚

的な状況を描いたものではなく, あくまで庶民の実生

活に根ざした題材を多く取り上げている.

また, 日本では工芸の分野においても実用的な作品

が目立つ. 特に千利休が戦国時代から安土桃山時代に

かけて茶道を確立してからは, 器や焼き物, 茶器道具

などの実利的な道具に美を見出す傾向にある. 現代で

も, 例えば思想家の柳宗悦（1889-1961）が, 陶芸家の

河井寛次郎・浜田庄司らとともに 1926年に民藝運動を

繰り広げたことはその象徴だろう. この民藝運動の根

幹は, 民衆的工藝に「用の美」を見出して, 機能美を重

視するというものであった 24. 陶器を飾るものではな

く, あくまで日常の中に美しさを認めるという点で,

民藝運動は実利的芸術文化活動の一種である 25. こう

した傾向は, 日本人の現実的, 具体的で庶民の生活に

密着している国民性や芸術観・文化観をそのまま反映

していると言うことができる.

次に, イギリスの文化活動を見てみよう. 日本とは

異なり, イギリスは文化的に大陸（ヨーロッパ大陸）

からの影響を強く受けているため, 例えば日本で歴史

的に等閑視されがちだった音楽の分野などでも多くの

作品を輩出している. 特にルネサンス期には, イタリ

アなどの影響を強く受けたポリフォニー（多重声）の

合唱曲やマドリガルなどの声楽曲が数多く作られた.

ウィリアム・バード（William Byrd：1543?-1623）らに

代表される作曲家は, カトリックのシンボルたるラテ

ン語と英国教会のシンボルたる英語の両方で多くの作

品を残しており, イギリスが大陸の影響（カトリック）

を受けつつ, 独自の様式（英国教会）を保持している

ことが分かる 26. 現在でも, スコットランドのバグパ

イプなどはイギリス独自の音楽と見なされている.

イギリスの文化活動には, ラテン語に代表される大

陸の影響という避けられない要素を内包しつつも, 英

語という独自の形式を守るという姿勢が見られる. 当

時, 世界の公用語は全てラテン語で, 英語は周辺的か

つ野蛮な, 取るに足りない言語と見なされていたこと

を看過してはならない. ラテン語以外の「俗語」の本

格的な文法書が書かれたのが, 1492年にネブリハ

（Antonio de Nebrija：1444-1522）によって書かれた『カ

スティーリャ語文法（Gramática de la lengua

castellana）』を嚆矢とし, 英語に至ってはそれより 100

年近く遅れてウィリアム・ブロッカー（William

Bullokar：1530-1609）が 1586年に著した『簡略英文法

（Bref Grammar for English）』が最初という有様であっ

た 27. そのような時期に, 「俗語」である英語のマドリ

ガルが多数作曲されたという事実が, イギリスの文化

的排他性, 即ち対外要素を取り入れにくい土壌がある

ことを示している.

このように, 他の文化圏から影響を受けつつも独自

性を保ち, あわよくば外部の要素に対して排他的に接

するのは, イギリスと日本の共通点である. 日本は江

戸時代にキリスト教を嫌って鎖国に踏み切り, 隠れキ

リシタンを根絶やしにしようと様々な策を練った. 同

様にイギリスも音楽という文化活動の世界にカトリッ

ク（ラテン語）を取り入れつつも, 英国教会の伝統（英

語）を守った.

簗田・橋本（1998：154）は, English Nationalismの蘇
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生は, イングランドが多方面からの脅威に晒されたこ

とに起因する, と述べる. 1つはスコットランドやアイ

ルランドからの「内的脅威」であり, 他方は「多文化

主義」の波である. 簗田・橋本は続けて, 「……薄れ

かけていたプロテスタンティズムを文化の基盤として

強調し, カソリックだけでなく, ユダヤ人, イスラム

教徒, ヒンズー教徒などを排斥しようとした. English

Nationalismの歴史観からするなら, これらの要素を包

含する余地はまったくなかったからである」と述べる.

即ち, （ヨーロッパ）大陸的なもの（カトリック, ユダ

ヤ人）に加えて, 大陸外からのもの（イスラム教徒, ヒ

ンズー教徒）までも, イギリスは排斥の対象にしよう

としたのである. ここに, 外部からの進入を極力嫌う

イギリス的国民性の特徴が見出せる.

日本も同様に, 鎖国政策を敷くことで（アジア）大

陸からの影響を極力排除してきた. 更にはアジア大陸

外から来航したスペイン, ポルトガルに代表されるヨ

ーロッパ人も拒否した. イギリスと同様, 日本も大陸

的なもの, 大陸外的なものの両方を排斥し, 自国を世

界から隔離したのである.

こうした共通点に加え, 更にイギリス国民の「現実

主義的」な側面も, 俳句や和歌を通じて自然の叙情を

愛し, 具体的な物事に関心を寄せる日本の国民性と共

通する 28. イギリスの現実主義, 功利的思考は例えば

ダーウィン（Charles Darwin：1809-1882）の 1859年の

著作『種の起源（On the Origin of Species）』などに端的

に現れている. ダーウィンは, それまで「神の子」たる

人間を「進化したサル」にまで貶め, 教会に対して宣

戦布告した. ダーウィンは, 神学的ではあるが神秘主

義で現実にそぐわないキリスト教を断罪する, 極めて

現実主義的で形而上学を一顧だにしない「イギリス人」

であった. その他の哲学や思想, 経済学の分野では,

フランシス・ベーコン（Francis Bacon：1561-1626）, ジ

ョン・ロック（John Locke：1632-1704）, ジョン・ス

チュワート・ミル（John Stuart Mill：1806-1873）, バー

トランド・ラッセル（Bertrand Russell：1872-1970）な

ど, すこぶる現実主義的・功利主義的な人物たちがイ

ギリス出身である 29.

文学の分野では, 神秘的な寓話や童話を多数書きな

がらも, 現実的な作品を著したディケンズ（Charles

Dickens：1812-1870）がいる. ディケンズの作品には,

主に下層階級や弱者の視点から社会や世界を皮肉を込

めて風刺する傾向が見られる. その最たるものが『オ

リバー・ツイスト（Oliver Twist）』などに代表される一

連のピカレスク小説である. 『オリバー・ツイスト』

はロンドンに逃げ込んだ孤児が自らの機知を頼りにし

て強く逞しく生きていく物語であり, ロンドンの下層

階級の様子が生々しく描かれている. こうした, 理想

主義的・神秘主義的ではなく地に足がついている描写,

即ち生や性の感情, 人物中心主義的, 生々しい感性な

どを赤裸々に描く手法は, イギリス人が実利的かつ功

利的であることを如実に示している. ステレオタイプ

的な分類は極力避けなければならないが, イギリス文

学は啓蒙的なフランス文学, 不条理的・形而上学的な

ドイツ文学などとは一線を画する.

こうした潮流は中世から現在に至るまで続いており,

インド人外交官のヴィカス・スワラップが著したピカ

レスク小説『僕と 1ルピーの神様（Q&A）』を, 『ス

ラムドッグ$ミリオネア（Slumdog Millionaire）』として

映画化したのもイギリス人監督ダニー・ボイルである

30. 映画版『スラムドッグ$ミリオネア』と原作の『僕

と 1ルピーの神様』には結末や話の展開にかなりの違

いがあるが, インドの貧乏なスラムに住む青年が, 自

らの機転と（学校などで培われた知識ではなく）実生

活に密着した中で得た知恵を武器にして, 厳しい社会

を生き抜いていく（そして原作小説では上流階級によ

る犯罪行為をも暴く）様は, まさに生や現実の社会の

様子を体現していると言ってよい. そして, 『オリバ

ー・ツイスト』にせよ, 『スラムドッグ$ミリオネア』

にせよ, こうした文学や文化的作品（映画）が広く受

け入れられる地相がイギリスには存在する.

最後に, スペインの文化的背景を概観しよう. ラテ

ンアメリカ文学などにも広く見られる特徴であるが,

スペイン文学は簡単に言えば主人公を始めとする登場

人物たちに救いがない. 言わば「社会の厳しさ, 不条理,

生の苦しみ」を如実に突きつけてくるのがスペイン文

学の特徴であると言える. 筆者は次のように述べた.

スペイン人は抽象的・体系的な思弁によって文学を

営むことよりも, 現実を直感的・具体的に把握し, それ
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を日常的感情に即して表現することを得意としてきた.

そして,「生」の感情を重視するあまり, 形式や文体の

洗練に重きを置かない傾向にあった. スペイン人にと

って文学とは, 知識を詰め込むためのものではなく,

生きていくうえでの衝動をどう処理していくかを説く,

大衆の心に訴えるものであった.

田林（2020：115）

世界初のピカレスク小説で, 1554年にスペインのア

ルカラ・デ・エナーレスで出版された作者不詳の『ラ

サリーリョ・デ・トルメスの生涯（La vida de Lazarillo

de Tormes y de sus fortunas y adversidades）』は, 奉公先を

次々と替える貧乏な少年ラサロが, 現実の厳しい社会

を生き抜いていくという話である. 貧乏なのは主人公

ラサロだけではない. この作品は, 奉公先の盲目の僧

侶や没落した騎士など, いわゆる「日の当たらない」

「社会の底辺を生きる」魑魅魍魎が跳梁跋扈する地獄

のようなスペイン, 黄金時代とは縁もゆかりもない

「生の」「庶民の」「素寒貧な」「飢餓に苦しむ」素のス

ペインを描いているのである. そこには輝かしい「黄

金世紀」の真っ只中にある, 言わば表舞台に出てくる

華々しいスペインの姿は微塵もない.

また, 1989年にノーベル文学賞を受賞したカミロ・

ホセ・セラ（Camilo José Cela：1916-2002）が 1942年

に発表した『パスクアル・ドゥアルテの家族（La familia

de Pascual Duarte）』も, 社会の厳しさや生の激しさを

描いているという点で『ラサリーリョ・デ・トルメス

の生涯』に劣るものではない. 貧しい家に生まれた主

人公が殺人を犯していく様を伝聞的に伝えるこの小説

には, かつて栄華を誇ったスペインの姿はない. ある

のはただ剥き出しの感情, 血に縛られ地べたを這い回

る人間臭い描写だけである. セラがこの物語を書いた

1942年という時期は, 3年間にわたる血みどろのスペ

イン内戦が終結した直後であり, 現実世界に理想郷や

桃源郷を想定することなど, 現実のスペイン人にでき

るはずもなかった. フランシスコ・フランコの独裁政

権下において, 多様性や自己を否定され, ただひたす

らファランヘ党と独裁者フランコのために捧げる下卑

た人生を, スペイン人は如実に突きつけられていたの

である.

最後に, セルバンテスが著した世界的傑作『ドン・

キホーテ』も忘れるわけにはいかない. セルバンテス

は『ドン・キホーテ』で, 主人公ドン・キホーテを理

想を求める狂人に仕立て上げ, 現実主義者のサンチ

ョ・パンサを据えることによって, 騎士道物語的理想

とスペインの生の現実を融合させることに成功した.

スペインの黄金時代は, 騎士道物語がそうであるよう

にきらびやかな理想を体現しようとしていたが, 現実

の世界には光り輝く鎧に身をまとった騎士も, 高貴な

王様も, 貞節な淑女もいなかった. セルバンテスは理

想に燃える騎士を狂人にすることで, 苦しい現実を皮

肉をもって笑い飛ばした.

更に, この小説そのものが黄金世紀時代の作品であ

りながら, 俗物以外の何物でもないことに注意すべき

である. サンチョが排泄するシーンや嘔吐する場面が

描かれていたり, 雌馬に色目を使う牡馬ロシナンテ,

下半身剥き出しで逆立ちを繰り返すドン・キホーテ,

脇役にしても俗的な娼婦ややくざな宿屋の主人などが

入り乱れて登場し, そこにはデカルト的な整然とした

理想や秩序は欠片もない. あるのは, 欲望にまみれた

生臭い人間模様と, 生への探究や迸る感情である. ス

ペインが誇る世界最高の文学作品がこの有様なのだか

ら, 他の作品は推して知るべしである 31.

かのように, スペインの国民性は現実主義的, 功利

的, 具体的にならざるを得なかった. その土壌が先の

ような文学作品を生み出し, 人口に広く膾炙した. 文

学作品だけでなく, 例えば建築にしても意匠を凝らし

た装飾豊かな建築物よりも, 実用的で便利な仕掛けを

施したものが多い. バルセロナにあるペレ・マタ精神

病院は, その建築美もさることながら, 入院生活を送

る患者が心地良く過ごせるようにという配慮から設

計・建築されている. 美術の分野では, フランスの写実

主義的でスマートな技法よりも, ピカソやダリに代表

されるような感情的な技法を多く取り入れた. 音楽で

は, フラメンコに象徴されるような生や性の迸りの表

現を大切にした. 生死をかけた闘牛などは, スペイン

の国民性を端的に表したものであると言えよう.

最後に, スペインは日本やイギリスと同じく, 対外
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的な要素を極力嫌う傾向にあることを指摘しておこう.

前述したように, スペインは異民族が入り乱れたレコ

ンキスタが終了した 1492年にユダヤ人追放令を発し,

それから時代が下って 1609年にフェリペ 3世がモリ

スコ追放令を発している. 多文化が入り混じる現実を

嫌い, 清らかな混じりけのない血を求めたのである.

しかし, いかに教会が「血の純潔」や「旧キリスト教

徒であること」を血眼になって国民に要求しても, そ

の理想に応えられるような状況はスペインには存在し

なかった. 現実主義的な多文化が混濁するスペインと,

理想的で敬虔なカトリックの国スペインの相克であ

る.

以上のように, 日本, イギリスそしてスペインの 3

カ国は, その文化活動において現実主義的であり, 生

や感情を表した諸作品が多いという共通点を持つ. こ

の共通点は, ひとえに地理的・歴史的な共通点を反映

した結果であるとも言える. 更にこの 3カ国は, 対外

的なものを嫌い, いわゆる島国根性的な排斥性を内包

している（だが, その大抵は失敗している）ことも特

筆すべきであろう.

3.2 社会的階層としての「排他性」 -差別が横行す

る 3 カ国

日本, イギリスそしてスペインの 3カ国は, 対外的

な排斥性を有していると同時に, 階層間における排斥

性, 即ち「階級差の差別」が表に出やすいことも共通

する. もちろん, 多くの国々が掲げる「人類みな平等」

は, 政治屋のための単なるパフォーマンスであって,

真の意味で平等が実現している国家や社会は古今東西,

存在したためしがない. 例えばアメリカ合衆国では,

リンカーン（Abraham Lincoln：1809-1865）が「人民の,

人民による, 人民のための政治（government of the

people, by the people, for the people）」という, いわゆる

「ゲティスバーグ演説」を高らかに行ったが, 蓋を開

けてみれば南北戦争に出兵する兵隊を鼓舞する効果し

かもたらしていない.

日本, イギリス及びスペインの 3カ国は, 差別が充

満する国際社会の中でもむき出しの「階級間差別」が

見られる. 以下, 具体的に見てみよう.

まず日本は, 平安時代までは「貴族」と「武士」そ

して「それ以外」という区別が明瞭にあった. 貴族が

その子飼いたる武士や, ましてや平民と接することな

ど全くなく, まさに階層間の差別（区別）が当然のこ

ととして人々に受け入れられていた.

時が下って平安時代後期から鎌倉時代前期に突入す

ると, 武士たちが力を得るようになり, 天皇を始めと

する貴族の争いに参加するようになった. 1156年の保

元の乱では武士は貴族に命じられて動くままであった

が, 1159年の平治の乱では武士の争いに貴族が利用さ

れるという逆転現象が生じた. 当時, 政治にくちばし

を挟む武士は「成り上がり者」と称されたように, 貴

族と武士の精神的乖離は大きなものがあった. しかし,

平清盛が政治の実権を握ると, 以後武士を中心とした

幕府が政権を担うようになる.

安土桃山時代に天下統一を達成した豊臣秀吉は,

1591年に身分統制令を発し, 武士, 農民, 町民の区別

を明確化した. 言わば転職して立身出世を果たした見

本のような人物が豊臣秀吉であったことを考えると,

この身分統制令は皮肉以外の何物でもない. ともあれ

豊臣秀吉の治世時に, 農民は町人にはなれず, 武士は

農民や町人になれないという階級区別が厳格化され

た.

徳川家康が江戸幕府を開くと, 1615年に禁中並公家

諸法度を発令, 天皇や公家の力を大いに弱めた. 更に

幕府に寺社奉行を置き, 神社や寺を末端まで監視する

など, 社会の階級格差が広がる政策を打ち出した. 後

に徳川家光が士農工商を推し進め, 武士, 農民, 職人,

商人という身分格差がはっきりした. この身分制度に

加わることもできない「えた・非人」も含めた階級社

会制度が確立したのである.

時代が明治に入ると, こうした身分差別制度を是正

しようという動きが政府内に沸き起こった. 1869年に

士農工商の身分制度が廃止され, 四民平等が導入され

た. 当時の日本の人口は約 3300万人で, そのうちの

93%が農工商に属し, 僅か 7%が士であった 32. 公家・

大名は華族, 武士は士族, 農工商は平民と呼ばれるよ

うになり, 1871年には江戸時代の「えた・非人」も平

民とする身分解放令が発せられた. だが, 彼らは新平

民や部落民と呼ばれ, 相変わらず差別が続くこととな

った.
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このようないわゆる同和問題は今日に至るまで存続

しており, 「えた・非人」の出身者たちは結婚や就職

などの面で差別を受けているとする報告がある 33. ま

た, 現在では同和問題の他にも外国人差別, アイヌ・琉

球民族問題, 女性・子ども・高齢者などの性別・年齢

差別, 障害者, HIV・ハンセン病感染者, 犯罪者・犯罪

被害者, インターネット上の誹謗中傷に晒された人々,

北朝鮮の拉致問題などの差別が問題化している.

以上, 日本における階級差別について概観したが,

イギリスについてはどうだろうか. イギリスは映画

『マイ・フェア・レディ（My Fair Lady）』に見られる

ように, 労働者階級と貴族階級の差が暗黙裡に（言葉

遣いなどを媒介として）決定され, 部外者を徹底的に

排除する. 日本のように法的・行政的処置としての階

級区別こそないものの, 無意識のうちに階級格差が存

在するという点では, むしろ根はイギリスの方が深い.

『マイ・フェア・レディ』の主人公花売り娘のイライ

ザはコックニー訛りを連発し, 音声学者ヒギンズ教授

にその訛りを矯正され, 「正しい英語の発音（received

pronunciation：RP）」の指導を受ける. 「正しい英語の

発音」が何なのかという問題はさておき, 貴族が話す

英語を操るというこの能力が, イライザを労働者階級

から貴族階級に押し上げる力になっているのだ.

また, 西川（1998）はスカラーシップボーイ

（Scholarship boy）に焦点を当ててイギリスの階級格差

を論じており, 非常に興味深い. 西川によれば, スカ

ラーシップボーイはグラマースクールに進学した労働

者階級出身の男子生徒で（西川（1998：61））, その出

身の背景ゆえにどこにも帰属すべき精神的居場所（階

級）がない. スカラーシップボーイは, 家庭では貴族階

級よりとみなされて労働者階級からはじき出され, グ

ラマースクールでは労働者階級出身という理由で, 貴

族階級が中心のグラマースクールの同僚からつまはじ

きにされる. 西川は以下のように述べる.

グラマースクールでの人道主義的・観念論的な教育

は主に生徒の精神的な発達と倫理的な進歩に軸足を置

いていた. その中流階級的な価値観は必ずしも労働者

階級の人々にとっては馴染めるものではなかったし,

さらに言えば, そこでの教育の一般的・観念的な側面

は労働者階級の具体的で個人的な文化のエートスとは

っきり対立するものであった.

西川（1998：79）下線筆者

こうした対立は, 労働者階級間でも生じた. 主に職

業によって彼らはスーパークラス（Super Class）とア

ンダークラス（underclass）（簗田・橋本（1998：108））

に分けられた. 要するに, 金持ちかそうでないか, 知

的労働者か肉体労働者か, という単純な二項対立が労

働者階級間でも出来上がったのである.

当然のことながら, 貴族はより階級格差に敏感であ

る. イギリスには叙勲にも位階があり, 最下級爵勲士

（Member of the British Empire）からメリット爵位

（Order of Merit）まで様々な段階が用意されている.

貴族たちは, 人為的に設定された階級闘争に一喜一憂

する人生を渡ることを余儀なくされる.

また, イギリスにも現在の日本（やその他の国々）

と同様に他民族・他文化に対する偏見がある. イギリ

スといえばアングロ・サクソン族による単一民族国家

というイメージがあるが 34, 前述したように歴史を通

してブリテン島は多くの民族の流入・流出の場であっ

た. だが, こうした歴史的背景にもかかわらず, イギ

リス人は単一民族国家という空中楼閣にしがみつく傾

向にある. 簗田・橋本（1998：168）は, イギリス人の

特徴は異文化に対する嫌悪感, 外国人嫌いというゼノ

フォビア（xenophobia）だと述べ, この背後には近代の

多くの国民国家の場合と同様に, 国民＝民族という同

質幻想がイギリス人に深く根付いている, と看破する.

と同時に, イギリス人は外国人（移民）に対して寛容

である, との矛盾した姿勢を崩さない. だが, エスニ

ック集団の失業率の高さや度重なる人種暴動の頻発な

どを考えると, 「イギリス人の寛容の精神」は雲散霧

消する.

更に, イギリス国内部でも民族紛争があることに留

意しなければならない. スコットランドの独立機運,

ウェールズなどの地方問題, そしてアイルランド問題

などを鑑みると, イギリスは対外的, 国内的に排他的・

排斥的であると言えよう.
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最後にスペインの場合を見よう. スペインもその地

理的特性により, イギリスなどと同じように古代から

様々な人種・民族の出入りを繰り返してきた. 「スペ

イン」という国家が成立すると, 彼らは民族的な同一

性よりも宗教的な同一性を求めるようになる. スペイ

ン人は先に述べたユダヤ人追放令やモリスコ追放令を

発して, 狂ったように「血の純潔」を求めた. その結果,

スペインは異端審問の嵐が最も激しい国となった. も

っとも, ユダヤ人が改宗してコンベルソとなり, その

宗教的熱意が暴走して自らが異端審問官となることも

あった（Castro（1967：16-17））. この「血が汚れた」

ユダヤ人が「血の純潔」の探究への起源となっている

のは, なんとも皮肉な話である（Castro（1967：23））.

結局, この旧カトリックであるという「純粋なる血統」

も出所が甚だ怪しい. スペインにおいて宗教的純血は

もはや程度問題であった. 最初の異端審問所長官トル

ケマーダとデーサは新キリスト教徒であったし, カト

リック王フェルナンドの母ドニャ・フアナ・エンリケ

スの家系も新キリスト教徒である（Castro（1967：23））.

スペインは 1492年にコロンブスがアメリカ大陸を

「発見」してから, 徹底的に新大陸アメリカで差別を

繰り返してきた. ペニンスラールと呼ばれるスペイン

から来たスペイン人, クリオージョと呼ばれる新世界

で生まれたスペイン人, メスティーソ（混血）, インデ

ィヘナ（先住民）, そして黒人というはっきりした区

別があった. 日本は職業, イギリスは貴族層と労働者

層の峻別, そしてスペインは宗教と人種という点で,

徹底的な排除運動, 純潔を求めて他と交わる混血を嫌

ったのである.

4. 結語

以上, 本稿では日本, イギリス及びスペインの 3カ

国の文化的共通点と, 共通項の中に見られる若干の相

違点について概観した. この 3カ国の文化的特徴が似

通っている理由は, 畢竟その地理的特性に求められる.

大陸の端にあるという周辺的国家であることが, 似た

ような歴史的背景を共有する原因になり, その結果と

して文化的な類似点も生じたと考えられる.

また, 第 3節ではこの 3カ国の排他性についても言

及したが, それとは対照的に言語的な変遷の多さとい

う点でも共通する. スペインにおける公用語 4言語,

イギリスには英語に加えてスコットランド語, ウェー

ルズ語, アイルランド語の 4言語があり, これらは行

政的・政治的・言語学的理由から別言語と見なされる.

一方, 日本は常に単一言語（日本語）を公用語として

きたが, 方言差の大きさについて指摘する必要がある.

琉球方言やアイヌ方言, 東北方言などの方言（dialect）

と, いわゆる標準語の言語的差異はかなり大きい. こ

うした日本語の方言は, 例えば別言語と見なされてい

るデンマーク語, スウェーデン語及びノルウェー語間

の言語的差異よりも際立っているように思われる. こ

のような言語的多様性も, 行政的・政治的な区分はど

うあれ, 日本, イギリス及びスペインに共通する要素

と言っていいだろう.

今後, こうした文化的・知的活動における共通点と

相違点の更なる精緻化や深層的な部分での原因探究な

どが, 比較文化論としての, あるいはこの 3カ国の比

較対照研究, 地域研究の更なる課題となる.

註

1) 比較対照研究において, ある成員と別の成員の共通点と

相違点を同時に取り上げることによって, より共通の, あ

るいは異なる要素を摘出しつつ分析できることがある. そ

の意味において, 共通点と相違点の同時的検証は矛盾する

ものではない. 言語学的な普遍的現象と個別言語的現象の

比較検討については Song（2000：2）や堀江・パルデシ（2009：

1）他を参照.

2) 地理的・歴史的な要素は, 必ず文化の諸相に影響を与える

ため, 文化比較論としての前提条件的な地理的・歴史的・

行政的比較は有益である. Castroは次のように述べる.

文学的, 宗教的, 政治的ないかなる目的であろうと, そ

れが形をとるためには, 時間と空間の織りなす諸状況が

欠くべからざる条件となる. それらはあらゆる人々に開

かれたものであったとしても, それ自体では何の効力も

発揮しない. 意志と可能性が合体して初めて, 原理原則に

還元し得ない個人的行為となりうるのである. しかしそ

うした合体における人間的時空を考慮に入れない限り,

文学的現象に対してふさわしい場所を与える方法など,

一つとしてないのである. さもなくば, それは実り少ない
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抽象化という《無人地帯》を彷徨うことになってしまうで

あろう.

Castro（1967：16）

ここで述べられている「文学的現象」だけでなく「広く

文化的な現象」にも, 上の Castroの言は当てはまりうるだ

ろう.

3) 簗田・橋本（1998：333）は, 日本人がイギリスに親しみ

を感じる理由として, 地理的・文化的条件の類似性を挙げ

る. 彼らは「島国であること, 大陸の近くに位置して, 大陸

から政治・経済・文化すべてにわたって影響を受けてきた

こと, 古い歴史があり王室を戴いていること」と指摘する.

この記述は, けだしスペインにも当てはまるだろう.

4) アルゼンチンの経済学者ラウル・プレビッシュ（Raúl

Prebisch：1901-1986）は, 1949年に著した『ラテンアメリ

カの経済発展とその主要問題（El desarrollo económico de la

América Latina y algunos de sus principales problemas）』にお

いて, ラテンアメリカ経済をモデルとして「中心」と「周

辺」の二極的な理論を展開している. その中で「中心」は

政治的・経済的に成長する可能性に満ちているのに対し,

「周辺」は経済的発展が抑制されるという. 国本・中川

（2005：104-106）も参照.

5) イギリスについては, 次のような指摘がある.

ブリテンは, ヨーロッパ本土から孤立した「周辺」に位

置する島国である. このような位置にある国は, 大陸諸国

の政治において, 決して中心的役割を演じることができな

い. また, 現代という文脈からするなら, イギリスは, 欧

州連合の主導的位置を占めてはおらず, 独仏のイニシアチ

ブに対してつねに距離をもって接しがちである.

簗田・橋本（1998：144-145）

続けて簗田・橋本は, イギリスがヨーロッパ諸国の中心

たるフランス及びドイツに対して敵意を持つようになる,

と続ける. 上の言及は政治的な側面にしか敷衍していない

が, 地理的・政治的な周辺性は, 容易に文化的周辺性へと

シフトされることを見落としてはならない.

6) 周辺国の考古学的特性の一つとして, 環状列石（ストーン

サークル）が多く存在することも挙げられよう. 環状列石

の由来には様々なものがあるが, 基本的に原住民たちの交

流の場と考えられている. 有名なものに, 縄文時代の中期

から後期にかけて形成された, 主に東北や北海道で見られ

る日本のストーンサークル, イギリスの南部ソールスベリ

ーに位置するストーンヘンジなどがある. スペインには,

エストレマドゥーラ地方にグアダルペラル・ドルメン

（Dolmen de Guadalperal）と呼ばれる環状列石がある. もち

ろん, 世界各地に住民たちの交流の場としての「環状列石」

があったことは事実であるが, 文化の交流点という地理的

特性から,日本, イギリスそしてスペインでは環状列石が

生み出されやすかったであろうことは注目に値する.

7) イギリスの歴史に関する読みやすい概説書として, 小林

（2019）, 川北（2020）などがある.

8) レコンキスタについての分かりやすい概説書に Conrad

（1998）がある.

9)『ドン・キホーテ』後篇のタイトルは, El ingenioso caballero

DonQuixote de la Manchaと, 主人公の階級が hidalgo（郷

士）から caballero（騎士）に格上げされている.

10) 入門的なスペイン史の概説書として, 立石（2000）, 立

石（2021）, 永田・久木（2021）などがある.

11) 例えばスペイン語は, その語彙の 75％がラテン語, 10％

がギリシャ語, 5％がアラビア語, その他 15％がバスク語

などの半島先住民語, フェニキア語, カルタゴ語, ゲルマ

ン語, 西ゴート語, ガリシア語, カタルーニャ語, イタリ

ア語, フランス語, 英語, アメリカの先住民諸語で構成さ

れている. つまり, スペイン語が確立する時点で, スペイ

ン語はフェニキア, ギリシャ, ローマ, ビザンチン, イス

ラム, アメリカなどと密に交流してきたことが分かる（坂

東・浅香（2005：2-3））. 言語学史的視点からも, スペイ

ン成立初期の文化交流の幅広さが伺えよう.

12) スペインの誕生は, 1700年のブルボン王朝の成立からと

する意見などもあり, 一定していない. また, 本田は

Castro（1967：773）の訳注で, スペインの歴史が始まった

のは, スペイン人が自己をかくあるものとして認識したレ

コンキスタ後期の 12～13世紀と規定する. 実際, 「国民的

意識」は国家の成立に不可欠であるが, その愛国心に訴え

かけたスペイン最古の文学作品にして国民的叙事詩『我が

シッドの歌（Cantar de mio Cid）』は 12世紀後期から 1207

年の間（本田は 1204年と断定している）に成立している.
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13) 更に述べるならば, 日本は戦後日本史上最高の高度経済

成長を成し遂げ, 1980年代からバブル崩壊前後には経済的

に世界トップ1の座に就いた. だが, 後の「失われた10年」,

及びその後の政治的腐敗の影響で本稿執筆時の 2022年前

後には経済的に世界の「中堅国」にまで成り下がった. ま

さに「失われた 30年」である. その証拠に, 30年前と比べ

て現在の日本人の平均収入は上がるどころかむしろ下が

っているとする試算もある（国税庁「民間給与実態統計調

査」

https://www.nta.go.jp/publication/statistics/kokuzeicho/minkan/t

op.htmを参照）. 極めて短期的であるが, ここにも日本の

「栄光後の凋落」を見て取ることができよう.

14) 日本やイギリスがスペインほどにこのコンプレックス

を文化活動に反映させなかったのは, 恐らくこの 2国の

「黄金時代」が, スペインのそれよりも短かったことに起

因するだろう. スペインは, 定義の差はあれ, おおよそ

200年以上「黄金世紀」を経験した. 一方の日本とイギリ

スはそこまで長い期間の黄金期を過ごしていない. スペイ

ンの黄金世紀については林屋他（1992）などを参照.

15) 簗田・橋本（1998：134）.

16) 2014年 9月 18日付 BBCNews

（https://www.bbc.com/news/events/scotland-decides/results）

2022年 1月 6日閲覧.

17) 2021年 5月 9日付朝日新聞

（https://www.asahi.com/articles/ASP5921QQP59UHBI001.ht

ml）2022年 1月 6日閲覧.

18) 坂東他（2007：17）.

19) 社会言語学者 Trudgillは, 「社会言語学的類型論

（Sociolinguistic Typology）」という理論を提唱したが, その

中で「接触／孤立」「社会的ネットワークの粗密度」「共同

体サイズの大小の度合い」のような社会的要因が, 当該言

語に見られる言語特有の分布や形態的カテゴリーなどの

言語構造の複雑さと密接に関連する, という仮説を提起し

た（Trudgill（2009：98））. 具体的には, 「広範囲の成人の

言語学習を含む言語接触は, 形態的カテゴリーの喪失を含

む単純化に繋がる可能性がある」「共同体が小さく孤立し

ている場合は, 形態的カテゴリーの自然発生的な成長, ま

た不規則性, 余剰性, 非透明性の発展に繋がる」（Trudgill

（2009：109）, 引用は堀江・パルデシ（2009：249）より）

という仮説を提示した. この仮説が正しいとするならば,

スペイン語は「スペインが孤立しているために不規則性や

余剰性, 非透明性が大きく」, 一方カタルーニャ語, ガリシ

ア語, バスク語は「共同体が小さいためにスペイン語と同

じ道を歩む」ことになる. また, スペイン語はラテンアメ

リカ諸国に広がっているように広範囲な言語接触を繰り

返しているため, 「単純化が促進される」という矛盾した

結果に繋がりうる. この仮説は, 恐らく英語（広範囲の接

触及び（イギリスの地理的・歴史的）孤立）や日本語（孤

立）にも適用可能だろう. 特に日本語は, 語用論的曖昧性

が高いこと（聞き手に依存する言語記号の解釈の度合いが

高いこと）が特徴とされているが, これは日本という国の

地理的・歴史的孤立度が高いことと相関している可能性が

ある（堀田・パルデシ（2009：249））.

20) Generalitat de Catalunya

（http://www.participa2014.cat/resultats/dades/ca/escr-tot.html）

2022年 1月 6日閲覧. なお, このウェブサイトはカタルー

ニャ語で書かれており, それだけカタルーニャ地方の独立

気運が高いことが伺える.

21) 2015年 2月 26日付AFPBBNEWS

（https://www.afpbb.com/articles/-/3040821）2022年 1月 6日

閲覧.

22) 2018年 5月 3日付 El País

（https://elpais.com/politica/2018/05/03/actualidad/1525336524

_523980.html）2022年 1月 7日閲覧.

23) 外山は次のように述べる.

真にすぐれた句を生むのは, 俳人の主観がいわば, 受動

的に働いて, あらわれるさまざまな素材が, 自然に結び合

うのを許す場を提供するときである. 一見して, 没個性的

に見えるであろうこういう作品においてこそ, 大きな個性

が生かされる, と考える.

外山（1986：56）

この受動性を見ると, 化学反応的な個性の爆発こそが日本

文学の現実主義の表れと言えよう.

24) 機能美を重視する姿勢は戦国時代にも見られた. 戦国の

武将細川忠興や江戸時代初期の剣術家宮本武蔵は, 鎧や刀

の鍔などに華麗な装飾を施すことを嫌い, 実用の中に美を

見出す姿勢を打ち出している.

25) 柳宗悦らが師事したのが, イギリスの陶芸家バーナー
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ド・リーチ（Bernard Leach：1887-1979）というのも, イギ

リスと日本の陶芸に関する価値観が似通っていて興味深

い.

26) バードなどの宗教曲やマドリガルを多く演奏している

現代のアンサンブルグループ「タリス・スコラーズ（Tallis

Scholars）」が, イギリス出身という点も見逃せない. タリ

ス・スコラーズはバードやトーマス・タリス（Thomas Tallis：

1505?-1585）, ジョン・タヴァナー（John Taverner：

1490?-1545）のようなイギリス出身の作曲家のミサ曲や英

語のマドリガルを精力的に演奏する一方, イタリア出身の

パレストリーナ（Giovanni Pierluigi da Palestrina：

1525?-1594）やフランスの作家ジョスカン・デ・プレ

（Josquin Des Prez：1450/1455?-1521）などによる作品も多

数演奏している. これは, イギリス音楽が大陸からの影響

をふんだんに受容しつつ, 独自の音楽形式を保持してきた

ことが現在まで続いていることの証と言えるだろう.

27) ブロッカーは, ラテン語文法の用語を英語に応用して英

文法書を書き上げている. 更に, ブロッカーは音声学など

の研究にも熱心であった. Robins（1979：117）他を参照.

28) 簗田・橋本（1998：150）も「イギリス人の思考は, 経験

的, 実利的, 功利的, 具体的かつ個人主義的である」と述べ

る.

29) これらの哲学者, 思想学者の列挙は簗田・橋本（1998：

150）に準拠した.

30) 更に言えば, インドを植民地化して英語を普及させたの

もイギリスであることを考えれば, 現地において教養の高

い「インド人外交官」の中にもイギリス式思考様式が入り

込んでいると考えることができよう.

31) スペイン最古の文学『我がシッドの歌（Cantar deMio

Cid）』も, フランスの叙事詩『ローランの歌（La Chanson de

Roland）』と比較すると, より現実的である. Castro（1967：

43-44）.

32) 学研まんが『明治維新（明治時代・前期）』日本の歴史

12, 1982年, p.87.

33) 部落差別の実態に係る調査結果報告書（令和 2年 6月法

務省人権擁護局）

https://www.moj.go.jp/content/001327359.pdf（2022年 1月 16

日閲覧）

34) 簗田・橋本（1998：167）.
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